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（本推計（暫定版）の位置づけ）

・ 本資料で提示する推計（たたき台）については、診療科毎の将来必要な医師数の見通しに係るこ
れまでの医師需給分科会における議論を踏まえ、研究班等による集計結果等に基づき、一定の
仮定・前提※１の下に事務局が機械的に計算したものを、たたき台として議論のために供するも
のであり、今回の議論等を踏まえ、必要な見直しを行っていくもの。

（留意点）

・ 本資料で提示する推計は、実際の診療データに基づき、現状の各診療科の診療実態を反映した
エビデンスに基づくものであるが、現状の診療科と疾病等の対応が将来維持されるものと仮定し
たものであり、総合的な診療の領域※２の役割などについて別途検討を行う必要があることに留
意しつつ、幅を持った検討を行う必要があるものである。

・ 各診療科医師数と専門医資格保有医師数は異なるものであり、必ずしも、養成数が専攻医養成
数を意味しない。

診療科ごとの将来必要な医師数の見通し（たたき台）の位置づけについて

※１ 計算の仮定・前提は以下の通り。

・ 厚生労働科学研究「保健医療介護現場の課題に即したビッグデータ解析を実践するための臨床疫学・統計・医療情報技術を磨く高度人材育成プログラムの開発と検証に関する研究」（研究代表者
東京大学 康永秀生）の研究結果（DPCデータから求めた69診療科×傷病分類（ICD-10）別の患者数）を用いて、厚生労働科学研究「ニーズに基づく専門医の養成に係る研究」（研究代表者 自治医科
大学 小池創一）において、基本診療領域×傷病中分類（患者調査）別の患者数を算出した。
・ 放射線科、臨床検査、救急科、リハビリテーション科については、全診療科における患者数の変化、麻酔科、病理については、外科における患者数の変化、精神科については、患者調査における
「精神及び行動の障害」と必要医師数の変化が比例するものとした。
・ 2016年医師数（仕事量）については、平成28年医師届出票における主たる診療科別医師数を基本診療領域に統合（主たる診療科について、内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科(胃腸内
科)、腎臓内科、神経内科、糖尿病内科(代謝内科)、血液内科、アレルギー科、リウマチ科、感染症内科、心療内科については内科、外科、呼吸器外科、心臓血管外科、乳腺外科、気管食道外科、消
化器外科(胃腸外科)、肛門外科、小児外科については外科、産婦人科、産科、婦人科については産婦人科、形成外科、美容外科については形成外科として集計）したものを用い、性年齢階級別に第
３次中間取りまとめにおけるマクロ供給推計の仕事率を掛け合わせた。
・ 2016年における必要医師数については、各診療科別勤務時間（「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」（平成28年度厚生労働科学特別研究「医師の勤務実態及び働き方の意向等に
関する調査研究」研究班）結果を基に医政局医事課で作成）及び第３次中間取りまとめにおけるマクロ需要推計の推計値を用いて調整。
・ 2016年、2024年、2030年、2036年における必要医師数については、「診療科と疾病等の対応表」に基づき、性年齢階級別の人口推計及び平成26年患者調査に基づく受療率を踏まえ計算。
・ 全国の推計値については、第３次中間取りまとめにおけるマクロ需給推計の推計値と整合性をとるために調整。
・ 年間養成数の算出にあたっては、診療科別の生残率を用いた。
※２ 総合診療、救急、ICU・病棟管理領域等を想定。

・



２

診療科ごとの将来必要な医師数の見通し（たたき台）

※ 前ページの留意点等を参照

※ 事務局において機械的に計算したたたき台

2
0
1
6
年
医
師
数
（

仕
事
量
）

必
要
医
師
数
（

勤
務
時
間
調
整
後
）

2
0
1
6
年
の
必
要
医
師
数
と

2
0
1
6
年
医
師
数
の
差

必
要
医
師
数
（

勤
務
時
間
補
正
後
）

2
0
2
4
年
の
必
要
医
師
数
と

2
0
1
6
年
医
師
数
の
差

必
要
医
師
数
（

勤
務
時
間
補
正
後
）

2
0
3
0
年
の
必
要
医
師
数
と

2
0
1
6
年
医
師
数
の
差

必
要
医
師
数
（

勤
務
時
間
補
正
後
）

2
0
3
6
年
の
必
要
医
師
数
と

2
0
1
6
年
医
師
数
の
差

2
0
1
6
年
の
医
師
数
を

維
持
す
る
た
め
の
年
間
養
成
数

2
0
2
4
年
の
必
要
医
師
数
を

達
成
す
る
た
め
の
年
間
養
成
数

2
0
3
0
年
の
必
要
医
師
数
を

達
成
す
る
た
め
の
年
間
養
成
数

2
0
3
6
年
の
必
要
医
師
数
を

達
成
す
る
た
め
の
年
間
養
成
数

内科 112,978 122,253 9,275 127,446 14,468 129,204 16,226 127,167 14,189 2,289 3,910 3,362 2,965

小児科 16,587 18,620 2,033 17,813 1,227 17,212 625 16,374 -213 394 538 438 383

皮膚科 8,685 8,376 -309 7,999 -686 7,695 -990 7,270 -1,414 193 115 127 124

精神科 15,691 15,437 -254 14,919 -772 14,598 -1,093 14,003 -1,688 293 208 222 214

外科 29,085 34,741 5,656 34,916 5,831 34,605 5,520 33,448 4,363 907 1,587 1,301 1,139

整形外科 22,029 23,182 1,153 24,374 2,345 24,680 2,650 24,022 1,993 499 764 677 596

産婦人科 12,632 14,811 2,179 13,624 992 12,938 305 12,165 -467 284 394 304 261

眼科 12,724 12,054 -670 12,336 -388 12,293 -432 11,830 -895 271 227 242 228

耳鼻咽喉科 9,175 8,967 -208 8,621 -554 8,345 -830 7,946 -1,229 219 156 163 158

泌尿器科 7,426 8,320 894 8,599 1,173 8,653 1,228 8,429 1,003 199 334 285 251

脳神経外科 7,713 9,021 1,309 9,789 2,077 10,170 2,457 10,235 2,523 189 423 355 314

放射線科 6,931 7,061 130 7,147 215 7,126 195 6,918 -13 154 177 167 153

麻酔科 9,496 10,076 579 10,126 630 10,036 540 9,701 204 232 305 270 243

病理診断科 1,887 2,178 291 2,189 302 2,170 283 2,097 210 48 81 67 58

臨床検査 567 632 65 639 72 638 70 619 52 21 30 27 24

救急科 3,656 4,250 594 4,302 645 4,289 633 4,164 508 93 172 140 121

形成外科 3,321 3,431 110 3,448 127 3,417 97 3,303 -18 95 109 102 94

リハビリテーション科 2,399 2,489 90 2,519 120 2,512 112 2,439 39 51 64 59 53

2024年2016年 必要養成数に係る推計2036年2030年

・
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診療科と疾病等の対応表について（例）

脳神経外科 48%

内科 46%

リハビリテーション科 4%

外科 1%

救急科 1%

整形外科 0%

精神科 0%

泌尿器科 0%

小児科 0%

産婦人科 0%
耳鼻咽喉科 0%

麻酔科 0%

形成外科 0%

放射線科 0%

眼科 0%

皮膚科 0%

（例） 循環器系の疾患（脳梗塞）
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男（2006-2016中央値）

女（2006-2016中央値）

※2006年～2016年の医師・歯科医師・薬剤師調査（医師届出票）及び医籍登録データを利用して作成
※推定年齢は医籍登録後年数が0年の届出票の満年齢(12月末時点)の平均値が26.8歳であることを考慮し設定

女性医師の
就業率最低値
(登録後12年)

就業率が大きく
減衰を始める

(登録後30年代後半)

就業率半数
(登録後50年)

医籍登録後年数別の就業率
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医籍登録後年数
年齢



仕事量の推計について（案）

年代 週当たり勤務時間 全体の平均との比

男性

20代 64:03 1.24

30代 62:40 1.21

40代 58:43 1.14

50代 52:59 1.02

60代 44:33 0.86

70代以上 32:58 0.64

女性

20代 59:23 1.15

30代 49:04 0.95

40代 43:14 0.84

50代 45:05 0.87

60代 39:43 0.77

70代以上 32:16 0.62

○ 仕事量については、勤務時間を考慮して、平均勤務時間と性年齢階級別の勤務時間の比を
仕事率とした。（すべての医師について以下の仕事率を用いることとしたい。）

※ 「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」（平成28年度厚生労働科学特別研究「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査研究」研究班）結果を基に医政局医事課で作成

※ 勤務時間：診療時間（外来診療、入院診療、在宅診療に従事した時間。）、診療外時間（教育、研究・自己研修、会議・管理業務等に従事した時間。）、待機時間（待機時間：当直の時間（通常の勤務時間とは別に、院内に待機して応急患

者に対して診療等の対応を行う時間。実際に患者に対して診療等の対応を行った時間は診療時間にあたる。）のうち診療時間及び診療外時間以外の時間。）の合計（オンコールの待機時間は勤務時間から除外した。オンコールは、通常の

勤務時間とは別に、院外に待機して応急患者に対して診療等の対応を行うこと）。

※ 医師全体の週当たり平均勤務時間は51:42
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診療科別勤務時間について

診療科 週当たり勤務時間 全体の平均との比
内科 51:18 0.99

小児科 52:25 1.01

皮膚科 43:53 0.85

精神科 47:09 0.91

外科 59:09 1.14

整形外科 51:55 1.00

産婦人科 53:41 1.04

眼科 43:43 0.85

耳鼻咽喉科 46:07 0.89

泌尿器科 56:11 1.09

脳神経外科 58:26 1.13

放射線科 51:07 0.99

麻酔科 52:26 1.01

病理 55:02 1.06

臨床検査 49:08 0.95

救急科 62:30 1.21

形成外科 52:30 1.02

リハビリテーション科 47:46 0.92

※ 「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査」（平成28年度厚生労働科学特別研究「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査研究」研究班）結果を基に医政局医事課で作成

※ 勤務時間：診療時間（外来診療、入院診療、在宅診療に従事した時間。）、診療外時間（教育、研究・自己研修、会議・管理業務等に従事した時間。）、待機時間（待機時間：当直の時間（通常の勤務時間とは別に、院内に待機して応急患

者に対して診療等の対応を行う時間。実際に患者に対して診療等の対応を行った時間は診療時間にあたる。）のうち診療時間及び診療外時間以外の時間。）の合計（オンコールの待機時間は勤務時間から除外した。オンコールは、通常の

勤務時間とは別に、院外に待機して応急患者に対して診療等の対応を行うこと）。

※ 医師全体の週当たり平均勤務時間は51:42
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内科 小児科 皮膚科 精神科 外科 整形外科

産婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 脳神経外科 放射線科

麻酔科 病理 臨床検査 救急科 形成外科 リハビリテーション科

診療科別生残率について（男性）

※2008年～2016年の医師届出票（主たる診療科別医師数を基本診療領域に統合したもの）を利用して作成

医籍登録後年数

生残率
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内科 小児科 皮膚科 精神科 外科 整形外科

産婦人科 眼科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 脳神経外科 放射線科

麻酔科 病理 臨床検査 救急科 形成外科 リハビリテーション科

診療科別生残率について（女性）

医籍登録後年数

生残率

※2008年～2016年の医師届出票（主たる診療科別医師数を基本診療領域に統合したもの）を利用して作成


